
(1) ２０２６年（令和８年）２月２０日発行友の会通信 第３６号

漢
字
の
読
み
方
〈
承
前
〉

旭
川
文
学
資
料
館
館
長

三

原

一

仁

た
と
え
ば
「
情
緒
」
と
い
う
言
葉
。
旭
川
に
も
こ

の
誌
名
の
詩
誌
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
供
ジ
ョ
ウ

チ
ョ
僑
と
読
む
の
が
一
般
的
で
す
が
、供
ジ
ョ
ウ
シ
ョ
僑

が
も
と
も
と
の
読
み
で
、
ジ
ョ
ウ
チ
ョ
は
慣
用
読
み

な
の
で
す
。
同
じ
く
「
端
緒
」
は
供
タ
ン
チ
ョ
僑
で

は
な
く
供
タ
ン
シ
ョ
僑
で
す
。
し
か
し
、
一
般
的
に

通
用
し
て
い
る
こ
れ
ら
の
慣
用
読
み
は
、
間
違
っ
た

読
み
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

「
施
行
」
や
「
施
工
」
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
こ
れ
は

供
シ
コ
ウ
僑
で
も
供
セ
コ
ウ
僑
で
も
問
題
な
い
よ
う
で

す
。
と
り
わ
け
「
施
行
」
は
、
法
律
用
語
と
し
て
は

供
セ
コ
ウ
僑
と
い
う
ら
し
い
の
で
、
役
所
関
係
や
議
会

で
の
議
論
で
は
そ
ち
ら
を
耳
に
す
る
こ
と
が
多
い
よ

う
で
す
ね
。

漢
字
は
も
ち
ろ
ん
中
国
が
起
源
で
、
そ
の
は
じ
ま

り
は
ご
存
知
の
甲
骨
文
字
。
亀
の
甲
羅
や
牛
な
ど
の

肩
甲
骨
に
占
い
の
結
果
を
刻
ん
だ
も
の
だ
と
い
い
ま

す
。
漢
字
の
字
形
が
定
ま
っ
て
く
る
の
は
金
文
（
き

ん
ぶ
ん
）
と
い
っ
て
文
字
が
青
銅
器
に
鋳
込
ま
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
頃
か
ら
で
す
。
で
す
か
ら
漢
字
の
古

い
字
形
は
金
文
を
原
点
と
し
て
か
え
り
み
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

そ
こ
か
ら
篆
書
が
生
ま
れ
隷
書
が
生
ま
れ
、
筆
と

紙
の
発
達
と
と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
書
体
で
文
字
が

書
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
や
が
て
そ

れ
が
行
書
や
草
書
と
な
り
、
流
麗
達
筆
な
書
き
手
が

多
数
現
れ
た
の
で
す
が
、
そ
れ
と
と
も
に
元
の
字
形

を
は
っ
き
り
さ
せ
る
も
の
と
し
て
楷
書
も
み
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
す
が
、
漢
字
は
一
般
に

画
数
が
多
い
で
す
か
ら
、
書
く
の
が
や
っ
か
い
だ
っ

た
り
、
速
書
き
し
た
い
の
に
不
都
合
だ
っ
た
り
と
い

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
で
時
に
は
癖
の
あ
る
勝

手
な
崩
し
方
を
す
る
も
の
も
あ
っ
て
、
つ
い
に
は
解

読
に
困
難
を
き
わ
め
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
そ
れ
ら
を
後
世
の
人
が
解
読
す
る
た
め
に
復
元

し
た
時
に
、
い
く
ら
か
の
判
読
違
い
は
あ
り
が
ち
な

こ
と
で
、
つ
ま
り
復
元
に
誤
差
が
生
じ
る
こ
と
が
あ

っ
て
も
不
思
議
で
は
な
い
わ
け
で
す
。
い
わ
ゆ
る
一

部
の
俗
字
は
そ
う
し
て
生
ま
れ
た
と
も
考
え
ら
れ
ま

す
。俗

字
と
い
う
の
は
、「
高
」
の
ハ
シ
ゴ
ダ
カ
と
か
、

「
吉
」
の
上
の
部
分
が
士
で
は
な
く
供
土
僑
だ
と
か
、

「
崎
」
の
右
側
の
旁
（
つ
く
り
）
の
部
分
の
上
が
大
で

は
な
く
供
立
僑
だ
と
か
い
う
た
ぐ
い
の
字
形
で
す
。

か
く
い
う
私
の
三
原
の
「
原
」
も
供
点
が
な
い
ハ

ラ
僑
だ
と
い
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
の
字
は
崖
下

に
水
が
湧
い
て
草
が
茂
っ
た
土
地
に
な
っ
た
と
い
う

意
味
の
字
で
、
厂
と
泉
が
合
わ
さ
っ
た
字
で
す
か

ら
、
泉
と
い
う
字
に
は
頂
点
に
点
が
付
い
て
い
る
よ

う
に
、「
原
」
に
は
供
点
が
あ
る
僑
の
が
本
来
の
正
字

な
の
で
す
。

つ
い
で
で
す
が
、
大
陸
中
国
の
簡
体
字
も
俗
字
の

一
種
と
捉
え
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

ま
た
、
異
体
字
と
い
う
の
も
あ
り
ま
す
ね
。
こ
れ

は
正
字
と
同
じ
よ
う
に
扱
わ
れ
ま
す
が
俗
字
の
一
種

と
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
た
と
え
ば
「
峰
」
と

「
峯
」、「
嶋
」
と
「
嶌
」、「
群
」
と
「
羣
」
な
ど
が
そ

う
で
す
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
俗
字
は
誤
字
と
は
考
え
な
い
の

が
通
例
で
す
。
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「
旭
川
文
学
資
料
友
の
会
２５
周
年
記
念
展
」
に

つ
い
て

Ⅰ
期

二
〇
二
五
年
六
月
三
日
～
八
月
三
〇
日

Ⅱ
期

九
月
十
六
日
～
十
一
月
二
十
二
日

Ⅲ
期

十
二
月
十
六
日
～
二
月
二
十
八
日

沓

澤

章

俊

月
日
は
百
代
の
過
客
に
し
て
、
行
き
か
ふ
年
も
又

旅
人
也
。
と『
奥
の
細
道
』で
芭
蕉
が
書
い
た
よ
う
に
、

月
日
が
経
つ
の
は
あ
っ
と
言
う
間
で
無
常
で
も
あ
る
。

ま
た
、『
荘
子
』
斉
物
論
篇
に
あ
る
胡
蝶
の
夢
よ
う

に
、
自
分
の
存
在
や
来
歴
も
、
現
実
か
、
は
た
ま
た

夢
だ
っ
た
の
か
振
り
返
る
と
区
別
が
つ
か
な
く
な
る
。

旭
川
文
学
資
料
館
を
運
営
す
る
旭
川
文
学
資
料
友

の
会
発
足
か
ら
四
半
世
紀
が
経
っ
た
。
一
世
紀
の
四

分
の
一
な
の
で
、
よ
く
こ
こ
ま
で
来
た
な
あ
、
と
い

う
気
持
ち
。

今
年
度
は
そ
の
四
半
世
紀
（
二
十
五
年
）
を
記
念

し
て
、
当
館
が
所
蔵
す
る
各
分
野
の
貴
重
な
資
料
を

三
期
に
分
け
て
展
示
し
て
い
る
。
各
期
を
通
し
て
み

る
と
、
実
に
興
味
深
い
資
料
が
多
く
あ
る
こ
と
に
今

更
な
が
ら
気
付
か
せ
ら
れ
る
。

第
一
期
は
小
説
、
評
論
、
翻
訳
、
児
童
文
学
の
十

五
名
を
紹
介
（
安
部
公
房
、
石
川
郁
夫
、
井
上
靖
、

岡
田
勝
美
、
佐
藤
喜
一
、
戸
沢
み
ど
り
、
宮
之
内
一

平
、
木
野
工
、
八
匠
衆
一
、
板
東
三
百
、
三
好
文
夫
、

三
浦
綾
子
、
高
野
斗
志
美
、
米
川
正
夫
、
諸
角
和
儔
）。

第
二
期
は
詩
の
分
野
の
十
三
名
（
小
熊
秀
雄
、
相

川
正
義
、
今
野
大
力
、
鈴
木
政
輝
、
小
池
栄
壽
、
入

江
好
之
、
武
田
隆
子
、
桜
井
勝
美
、
下
村
保
太
郎
、

新
井
田
キ
ヨ
ノ
、
富
田
正
一
、
小
野
寺
与
吉
、
佐
藤

比
左
良
）。

そ
し
て
現
在
開
催
中
の
第
三
期
は
短
歌
、
俳
句
、

川
柳
、
五
行
歌
の
二
十
一
名
を
紹
介
（
齋
藤
瀏
、
齋

藤
史
、
酒
井
廣
治
、
飯
田
佳
吉
、
中
山
勝
、
松
田
一

夫
、
小
林
孝
虎
、
石
田
雨
圃
子
、
伊
藤
凍
魚
、
藤
田

旭
山
、
大
塚
千
々
二
、
高
橋
貞
俊
、
後
藤
軒
太
郎
、

坂
本
タ
カ
女
、
新
明
紫
明
、
深
谷
雄
大
、
敦
賀
谷
夢

楽
、
加
藤
破
天
光
、
佐
藤
鶯
渓
、
大
野
信
夫
、
草
壁

焔
太
）。

各
期
の
展
示
物
は
、
各
文
人
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
、

作
品
、
作
品
掲
載
誌
、
直
筆
の
原
稿
、
色
紙
、
短
冊

等
々
。
期
間
中
の
総
展
示
点
数
は
八
一
五
点
。
第
二

期
か
ら
隣
接
す
る
ミ
ニ
展
示
室
で
、
当
館
所
蔵
の
貴

重
な
美
術
関
係
資
料
約
一
〇
〇
点
も
展
示
し
て
お

り
、
総
計
九
一
六
点
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
は
、

二
十
五
周
年
を
記
念
し
て
発
行
し
た
、
旭
川
文
学
資

料
館
図
録
『
旭
川
ゆ
か
り
の
文
学
』
に
ほ
ぼ
掲
載
さ

れ
て
い
る
。

関
連
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
は
「
手
づ

く
り
本
講
座
」
を

七
月
二
十
六
日
と

八
月
二
日
に
二
回

実
施
し
た
。
場
所

は
常
磐
館
キ
ッ
ズ

ル
ー
ム
（
旧
プ
ラ

ネ
タ
リ
ウ
ム
）
で

講
師
は
黒
田
忠
理

事
。
二
十
五
名
が

参
加
し
、
昨
年
実
施
し
た
豆
本
づ
く
り
講
座
同
様
、

は
じ
め
て
の
体
験
で
と
て
も
楽
し
か
っ
た
と
い
う
感

想
を
沢
山
い
た
だ
い
た
。十

月
四
日
に
は
、
常
磐
館
二

階
講
堂
で
記
念
講
演
会
を
実

施
。
講
師
は
旭
川
文
学
資
料
館

前
館
長
で
詩
人
の
東
延
江
氏
。

演
題
は
「
旭
川
ミ
ニ
詩
壇
史
」。

実
際
に
交
流
し
た
旭
川
の
詩
人

た
ち
に
つ
い
て
、
面
白
い
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
交
え
て
の
内
容
に
、
数
人
の
方
か
ら
の
熱

心
な
質
問
も
あ
り
、
充
実
し
た
時
間
と
な
っ
た
。
参

加
者
三
十
五
名
。
講
演
会
後
に
、
も
っ
と
話
を
聴
き

た
い
と
い
う
声
が
あ
り
、
毎
月
第
三
土
曜
日
に
「
旭

川
詩
壇
史
を
語
る
会
」を
実
施
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

毎
年
一
回
の
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
、
年
二
回
の
芥
川

賞
・
直
木
賞
、
そ
し
て
こ
こ
旭
川
で
決
め
ら
れ
る
小

熊
秀
雄
賞
等
々
、
ま
た
、
文
豪
の
新
資
料
発
見
ほ
か
、

２５周年記念展チラシ

制作 川原 潤

講演する東延江氏

「手づくり本講座」の様子

キッズルームにて
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文
学
の
話
題
が
メ
デ
ィ
ア
で
扱
わ
れ
る
こ
と
も

度
々
。
当
館
の
存
在
は
、
地
味
、
つ
ま
り
地
の
味
が

し
て
、
も
し
か
し
た
ら
味
付
け
が
不
十
分
か
も
知
れ

な
い
が
、
よ
く
よ
く
味
わ
っ
て
み
る
と
実
に
美
味
し

く
滋
養
の
あ
る
資
料
群
を
所
蔵
・
展
示
し
て
い
る
の

で
、
今
後
、
よ
り
彩
り
を
添
え
て
こ
の
地
域
か
ら
の

文
学
発
信
を
拡
大
し
て
い
き
た
い
。

図
録
『
旭
川
ゆ
か
り
の
文
学
』
掲
載
色
紙
の

ミ
ニ
企
画
展
に
つ
い
て

旭
川
文
学
資
料
友
の
会
理
事

黒

田

忠

昨
年
は
旭
川
文
学
資
料
友
の
会
が
創
立
二
十
五
周

年
を
む
か
え
、
記
念
行
事
の
企
画
展
と
し
て
、
当
館

所
蔵
の
貴
重
な
資
料
を
ジ
ャ
ン
ル
別
に
三
期
に
わ
け

て
「
旭
川
文
学
資
料
友
の
会
二
十
五
周
年
記
念
展
」

と
し
て
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
第
一
期
は
令
和
七
年

六
月
三
日
か
ら
八
月
三
〇
日
ま
で
小
説
・
評
論
・
児

童
文
学
等
、
第
二
期
は
九
月
十
六
日
か
ら
十
一
月
二

十
二
日
ま
で
詩
、
第
三
期
は
十
二
月
十
六
日
か
ら
令

和
八
年
二
月
二
十
八
日
ま
で
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
・

五
行
歌
の
各
分
野
ご
と
に
企
画
展
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
記
念
行
事
の
一
環
と
し
て
作
成
し
た
旭
川
文
学

資
料
館
図
録
『
旭
川
ゆ
か
り
の
文
学
』
に
掲
載
し
て

い
る
内
容
に
沿
っ
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。
こ
の
図
録

を
手
に
し
た
方
か
ら
「
旭
川
文
学
資
料
館
に
は
著
名

な
画
家
の
色
紙
も
た
く
さ
ん
所
蔵
し
て
い
る
の
で
す

ね
。
美
術
館
に
あ
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
貴
重
な
も

の
で
す
ね
。」
な
ど
と
い
う
お
言
葉
を
い
た
だ
き
、
普

段
は
文
学
館
と
い
う
こ
と
か
ら
な
か
な
か
こ
の
方
々

の
色
紙
に
つ
い
て
は
紹
介
す
る
機
会
が
な
か
っ
た
こ

と
か
ら
、
第
二
期
の
開
催
か
ら
ミ
ニ
企
画
展
の
会
場

に
画
家
の
色
紙
を
中
心
に
展
示
紹
介
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
旭
川
文
学
資
料
館
図
録
『
旭
川
ゆ
か
り

の
文
学
』
の
表
紙
を
飾
っ
た
色
紙
の
高
橋
北
修
は
、

本
道
で
最
初
に
帝
展
に
入
選
し
た
画
家
で
「
大
雪
山

の
北
修
」
と
い
わ
れ
、
詩
人
・
小
熊
秀
雄
と
も
親
交

の
あ
っ
た
画
家
で
す
。
朝
倉
力
男
は
、
雪
を
題
材
に

北
海
道
の
厳
し
い
自
然
を
描
き
続
け
た
画
家
で
、
旭

川
医
大
病
院
の
ロ
ビ
ー
に
も
大
作
が
飾
ら
れ
て
い
ま

す
。
一
原
有
徳
は
小
樽
市
の
版
画
家
で
、
登
山
家
で

も
あ
り
、
小
樽
市
美
術
館
に
は
彼
の
コ
ー
ナ
ー
が
設

け
ら
れ
て
い
ま
す
。
畦
地
梅
太
郎
は
情
感
あ
ふ
れ
る

「
山
」「
山
男
」
を
描
き
続
け
て
版
画
家
と
し
て
よ
く

知
ら
れ
て
い
ま
す
。
愛
媛
県
宇
和
島
市
に
は
彼
の
記

念
美
術
館
が
あ
り
ま
す
。
佐
藤
忠
良
は
彫
刻
の
ま
ち

旭
川
で
は
良
く
知
ら
れ
て
い
る
彫
刻
家
で
す
。
関
兵

衛
は
高
橋
北
修
と
と
も
に
ヌ
タ
ッ
ク
カ
ム
シ
ュ
ッ
ペ

画
会
を
創
立
し
た
画
家
で
す
。
外
山
卯
三
郎
は
、
北

大
予
科
で
相
川
正
義
と
同
窓
で
親
交
が
あ
っ
た
美
術

評
論
家
で
す
。
当
館
所
蔵
の
資
料
の
著
書
は
、
彼
が

相
川
正
義
に
謹
呈
し
た
著
書
で
、
今
で
は
貴
重
な
も

の
で
す
。
難
波
田
龍
起
（
な
ん
ば
た
た
つ
お
き
）
は

旭
川
生
ま
れ
の
抽
象
画
家
で
、
彼
の
父
難
波
田
憲
欽

（
な
ん
ば
た
の
り
よ
し
）
は
明
治
期
、
屯
田
兵
の
中
隊

長
の
時
に
旭
川
市
な
ど
で
河
川
改
修
に
尽
力
し
ま
し

た
。
そ
の
功
績
か
ら
「
難
波
田
川
・
橋
」
が
現
存
し

て
い
ま
す
。
彼
は
一
歳
で
東
京
に
転
出
し
ま
し
た

が
、
旭
川
に
何
度
も
訪
れ
、
村
山
陽
一
な
ど
に
影
響

を
与
え
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
生
誕
一
二
〇
年
に

当
た
る
昨
年
は
東
京
で
彼
の
大
規
模
な
展
覧
会
が
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
館
所
蔵
の
ス
ケ
ッ
チ
画
は
、

新
聞
用
の
カ
ッ
ト
画
と
し
て
描
か
れ
た
も
の
の
よ
う

で
、
大
阪
の
名
所
が
描
か
れ
た
デ
ッ
サ
ン
画
で
す
。

丸
木
俊
は
丸
木
位
里
と
共
同
で
『
原
爆
の
図
』
を
描

い
た
画
家
で
空
知
管
内
秩
父
別
の
善
性
寺
の
長
女
と

し
て
生
ま
れ
、
旭
川
高
等
女
学
校
（
現
旭
川
西
高
等

学
校
）
を
卒
業
し
、
東
京
の
女
子
美
術
専
門
学
校
を

卒
業
し
ま
し
た
。
当
館
所
蔵
の
色
紙
は
、
果
物
を
題

材
と
し
た
柔
ら
か
な
色
彩
の
絵
で
す
。
そ
の
他
に
人

物
を
描
い
た
絵
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
丸
木
俊
の
コ

ー
ナ
ー
に
は
彼
女
の
著
書
や
絵
本
な
ど
も
展
示
し
て

い
ま
す
。
展
示
を
し
て
か
ら
彼
女
の
絵
が
『
郷
土
誌

あ
さ
ひ
か
わ
』
の
二
〇
〇
〇
年
三
月
一
日
発
行
の
表

紙
を
飾
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
教
え
て
い
た
だ

き
、
追
加
展
示
し
ま
し
た
。
昨
年
十
一
月
に
は
詩
人

の
故
佐
藤
比
左
良
さ
ん
の
奥
様
か
ら
大
量
の
蔵
書
の

寄
贈
を
受
け
た
本
の
中
に
丸
木
俊
・
丸
木
位
里
の『
原

爆
の
圖
』が
あ
り
そ
の
本
の
表
紙
を
開
い
た
と
こ
ろ
、

旭
川
で
開
催
さ
れ
た
『
原
爆
の
図
展
覧
会
』
の
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
が
出
て
き
た
の
で
す
。
埼
玉
県
東
松
山
市

の
『
原
爆
の
図
丸
木
美
術
館
』
は
二
〇
二
五
年
九
月

二
十
八
日
か
ら
改
修
工
事
の
た
め
に
休
館
中
で
、
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
は
二
〇
二
七
年
五
月
五
日
頃
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の
予
定
と
い
う
こ
と
で
す
が
、『
原
爆
の
図
丸
木
美

術
館
』
の
理
事
・
学
芸
員
の
岡
村
幸
宣
（
お
か
む
ら

ゆ
き
の
り
）
さ
ん
が
膨
大
な
資
料
や
聞
き
取
り
で
執

筆
さ
れ
た
著
書
『《
原
爆
の
図
》
全
国
巡
回
―

占
領

下
、
１
０
０
万
人
が
観
た
！
』（
二
〇
一
五
年
新
宿
書

房
刊
）
の
巡
回
会
場
の
一
覧
に
お
い
て
、
一
九
五
一

（
昭
和
二
六
）
年
、
旭
川
市
、
丸
木
位
里
・
俊
と
の
こ

と
で
旭
川
で
開
催
さ
れ
た
巡
回
展
の
詳
細
に
つ
い
て

の
記
述
が
あ
り
ま
す
。
今
回
見
つ
か
っ
た
旭
川
会
場

の
巡
回
展
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
、

丸
木
位
里
・
赤
松
俊
子
（
旧
姓
）
画
伯
共
同
制
作

原
爆
の
図

五
部
作
展
覧
会

会
期：

十
一
月
三
日
（
土
）
～
七
日
（
水
）

会
場：

旭
川
市
・
マ
ル
カ
ツ
百
貨
店
三
階

会
費：

一
般
十
円
・
学
生
子
供
四
円
九
十
九
銭

主
催：

旭
川
純
生
美
術
会
・
北
海
道
ア
ン
デ
パ
ン
ダ

ン
美
術
協
会
・
旭
川
平
和
問
題
懇
談
会

賛
同
発
起
人：

二
十
七
名
連
名
、
主
な
人

坂
東
幸

太
郎
（
当
時
の
旭
川
市
長
）、
中
野
了

應
、
谷
口
廣
志
、
高
橋
北
修
、
鈴
木

政
輝
、
佐
藤
喜
一
、
五
十
嵐
廣
三
、

朝
倉
力
男

裏
面
に
は
、
原
爆
の
図
目
録
と
あ
り
五
部
作
の
そ

れ
ぞ
れ
の
作
品
解
説
が
あ
り
、
そ
の
初
め
に
次
の
よ

う
な
文
章
が
あ
り
ま
し
た
。

「
八
月
六
日
、
私
た
ち
は
伯
父
を
失
い
、
姪
を
殺
し

ま
し
た
。
数
多
く
の
親
し
い
近
し
い
人
々
を
失
い
ま

し
た
。
わ
た
し
た
ち
は
死
ん
で
い
っ
た
人
々
の
め
い

ふ
く
を
祈
る
た
め
に
、
生
き
な
が
ら
え
る
べ
き
命
を
、

人
間
の
科
学
の
力
で
断
た
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
最
大

の
不
幸
を
描
き
残
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
思
い
た
ち
ま
し

た
。
画
面
の
中
で
一
人
死
に
二
人
倒
れ
、
血
を
吐
く

も
の
焼
け
た
だ
れ
て
泣
き
、
お
ろ
お
ろ
と
歩
く
も

の
、
黒
く
こ
げ
た
赤
ん
坊
、
私
た
ち
は
一
人
描
い
て

は
ぞ
っ
と
し
、
二
人
描
い
て
は
胸
を
痛
め
、
幾
度
か

筆
を
お
こ
う
と
考
え
ま
し
た
。
し
か
し
又
描
か
ね
ば

な
ら
ぬ
と
む
ち
う
ち
続
け
ま
し
た
。
一
部
作
で
五
十

人
、
二
部
作
で
四
十
三
人
、
三
部
作
で
七
十
人
の
人

を
描
き
ま
し
た
。
私
た
ち
は
描
き
疲
れ
る
程
で
あ
り

ま
し
た
。
だ
が
死
ん
で
い
っ
た
人
々
は
幾
十
万
、
そ

の
悲
し
み
は
深
く
如
何
に
大
き
い
も
の
で
あ
っ
た
か

と
い
う
こ
と
に
気
が
つ
き
ま
し
た
。
死
ん
で
い
っ
た

人
々
は
、
そ
れ
が
原
子
爆
弾
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と

も
知
ら
ず
に
、
何
も
知
ら
ず
知
ら
さ
れ
ず
に
う
じ
と

空
腹
の
中
に
呆
け
て
く
ち
て
い
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
。」

一
九
五
一
（
昭
和
二
六
）
年
は
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ

ス
コ
平
和
条
約
の
発
効
（
一
九
五
二
年
四
月
二
十
八

日
）
前
で
あ
り
、
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｐ
・
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
占
領
下
に

あ
り
言
論
統
制
等
厳
し
い
中
で
実
施
さ
れ
た
『
原
爆

の
図

五
部
作
展
覧
会
』
が
旭
川
で
も
開
催
さ
れ
た

こ
と
は
意
義
深
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。
丸
木
俊
の
著

書
の
中
に
、
旭
川
巡
回
展
の
こ
と
に
つ
い
て
触
れ
た

文
章
が
あ
り
、
当
時
の
旭
川
市
長
坂
東
幸
太
郎
と
は

遠
縁
に
当
た
り
、
開
催
に
つ
い
て
応
援
し
て
も
ら
い

署
名
も
も
ら
っ
た
。
会
場
に
は
人
が
押
し
寄
せ
、
木

製
の
床
が
抜
け
る
の
で
は
な
い
か
と
心
配
さ
れ
、
入

場
整
理
を
行
っ
た
と
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
載
っ
て
い
ま

す
。

旭
川
巡
回
展
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
こ
の
タ
イ
ミ
ン

グ
で
見
つ
か
っ
た
こ
と
も
、
賛
同
発
起
人
と
し
て
名

前
を
連
ね
た
高
橋
北
修
、
朝
倉
力
男
の
色
紙
・
資
料

と
共
に
展
示
紹
介
す
る
機
会
を
得
た
こ
と
も
、
単
な

る
偶
然
で
は
な
い
よ
う
に
思
え
ま
す
。
丸
木
俊
も
賛

同
発
起
人
に
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
、
巡
回
展
の
思
い

出
話
に
花
が
咲
い
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
色
紙

な
ど
の
展
示
は
令
和
八
年
二
月
二
十
八
日
ま
で
で

す
。
こ
の
機
会
に
展
示
の
裏
側
に
思
い
を
は
せ
、
是

非
多
く
の
市
民
の
方
々
に
来
場
し
て
い
た
だ
き
、
ご

覧
下
さ
い
。
会
場
に
今
回
見
つ
か
っ
た
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
の
コ
ピ
ー
（
現
物
は
傷
み
が
激
し
い
の
で
）
も
展

示
し
て
い
ま
す
。

旭
川
で
開
催
さ
れ
た
『
原
爆
の
図
展
覧
会
』
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
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来
館
者
の
方
々
か
ら
の
要
望
も
あ
り
、
友
の
会
二

十
五
周
年
を
記
念
し
て
「
旭
川
文
学
碑
マ
ッ
プ
」
を

作
製
し
ま
し
た
。
両
面
カ
ラ
ー
、
Ｂ
２
サ
イ
ズ
、
折

る
と
ポ
ケ
ッ
ト
に
入
る
大
き
さ
で
す
。

四
十
九
基
の
碑
の
場
所
を
片
面
の
市
内
地
図
上
に

①
～
衛
の
番
号
で
記
載
。

も
う
片
面
に
は
各
碑
の
画
像
、
碑
文
と
共
に
、
所

在
地
、
碑
の
種
類
、
建
立
年
月
日
、
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
も

入
れ
ま
し
た
。
旭
川
文
学
資
料
館
に
て
五
百
円
で
頒

布
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
片
手
に
徒
歩
や
自
転
車
な
ど
で
文
学
碑
巡

り
を
楽
し
ん
で
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

旭
川
文
学
碑
マ
ッ
プ
を
作
製
し
ま
し
た
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川
大
吉
の
影
響
を
受
け
た
岡
田
勝
美
が
中
心
と
な
り

北
海
道
で
三
番
目
の
グ
ル
ー
プ
と
し
て
発
足
。
以
来

慶
子
夫
人
と
二
人
三
脚
で
編
集
作
業
に
取
り
組
み
四

十
一
年
間
発
行
し
続
け
た
。

◆
企
画
展
「
神
居
古
潭
と
文
学
」

か

む

い

こ

た

ん

会
期

二
〇
二
六
年
七
月
二
十
一
日
（
火
）

～
十
一
月
二
十
八
日
（
土
）

・
現
在
旭
川
八
景
に
選
定
さ
れ
て
い
る
神
居
古
潭
と

文
学
に
つ
い
て
展
示
紹
介
し
ま
す
。

小
説
家
の
岩
野
泡
鳴
や
歌
人
の
九
条
武
子
ら
が
立

ち
寄
り
作
品
に
も
こ
の
場
所
を
書
き
残
し
て
い
ま

す
。
か
つ
て
は
駅
舎
沿
い
に
旅
館
、
土
産
屋
が
あ

り
道
内
有
数
の
観
光
地
で
し
た
。
戦
後
昭
和
期
に

旧
線
路
跡
が
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
（
現
在
は
通

行
止
め
）
と
な
り
多
く
の
人
が
訪
れ
ま
し
た
。
北

海
道
指
定
史
跡
の
竪
穴
住
居
遺
跡
や
ス
ト
ー
ン
サ

ー
ク
ル
、
神
居
古
潭
お
う
穴
群
、
カ
ム
イ
コ
タ
ン

伝
承
、
数
基
の
文
学
碑
な
ど
が
あ
り
、
各
分
野
の

研
究
資
源
が
多
い
場
所
で
す
。

◆
ミ
ニ
企
画
展
「
旭
川
の
新
進
・
俊
英
歌
人
」

会
期

二
〇
二
六
年
六
月
～
八
月

・
六
月
二
十
一
日
に
実
施
さ
れ
る
、
旭
川
歌
人
ク
ラ

ブ
主
催
の
研
修
イ
ベ
ン
ト
「
旭
川
の
俊
英
歌
人
に

よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
」に
あ
わ
せ
て
、

旭
川
の
注
目
す
べ
き
新
進
気
鋭
の
歌
人
を
紹
介
し

ま
す
。

◆
ミ
ニ
企
画
展
「
小
熊
秀
雄
と
長
長
忌
」

ぢ
ゃ
ん
ぢ
ゃ
ん
き

会
期

二
〇
二
六
年
九
月
～
十
二
月

・
詩
人

小
熊
秀
雄
を
偲
び
、
そ
の
意
思
を
継
ぐ
た

め
彼
の
忌
日
で
あ
る
十
一
月
二
十
日
前
後
に
毎
年

開
催
さ
れ
て
い
る
「
長
長
忌
」
は
小
熊
の
長
編
詩

「
長
長
秋
夜
」に
ち
な
ん
で
い
ま
す
。
今
年
は
旭
川

で
開
催
し
ま
す
の
で
、
当
館
所
蔵
の
長
長
忌
関
係

資
料
等
を
展
示
し
ま
す
。

〔
ご
案
内
〕

「
旭
川
詩
壇
史
を
語
る
会
」

実
施
日

毎
月
第
三
土
曜
日

午
後
二
時
か
ら
。

場

所

旭
川
文
学
資
料
館
地
階

交
流
室

・
詩
人
で
旭
川
文
学
資
料
館
前
館
長
の
東
延
江
氏
を

講
師
と
し
て
、
旭
川
の
詩
界
を
中
心
に
、
街
並
み
、

建
物
、
喫
茶
店
、
食
堂
、
風
景
等
に
つ
い
て
、
肩

の
凝
ら
な
い
お
話
を
聴
く
会
で
す
。

参
加
無
料
、
定
員
十
数
名
で
す
。

◆
第
二
十
九
回
旭
川
文
学
資
料
展

「
岡
田
勝
美
と
『
旭
川
の
ふ
だ
ん
記
』」
展

会
期

二
〇
二
六
年
四
月
七
日
（
火
）

～
六
月
二
十
七
日
（
土
）

・
一
九
八
〇
（
昭
和
五
五
）
年
の
創
刊
号
か
ら
二
〇

二
一
（
令
和
三
）
年
七
四
号
（
終
刊
号
）
ま
で
、
文

集
『
旭
川
の
ふ
だ
ん
記
』
を
発
行
し
続
け
た
岡
田
勝

美
の
生
涯
と
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

【
岡お
か

田だ

勝か
つ

美
・
略
歴
】

み

一
九
二
八
（
昭

和
三
）
年
一
月
二

十
三
日
、
十
勝
郡

浦
幌
生
ま
れ
。
翌

年
士
幌
村
（
現

河
東
郡
士
幌
町
）

に
転
居
。
昭
和
二
十
年
陸
軍
予
科
士
官
学
校
に
入
学

し
敗
戦
を
迎
え
る
。
翌
年
東
京
高
等
師
範
学
校
に
入

学
、
昭
和
二
十
五
年
同
校
を
卒
業
し
旭
川
東
高
等
学

校
に
着
任
。
翌
年
幼
な
じ
み
の
河
合
慶
子
と
結
婚
。

昭
和
二
十
七
年
文
芸
同
人
誌
「
風
土
」
を
編
集
発
行
。

そ
の
後
岩
内
高
校
、
旭
川
商
業
高
校
で
教
壇
に
立

つ
。
昭
和
五
十
五
年
「
ふ
だ
ん
記
」
の
運
動
を
開
始
。

こ
の
運
動
は
昭
和
四
十
三
年
東
京
八
王
子
の
橋
本
義

夫
が
「
庶
民
自
ら
が
庶
民
の
歴
史
（
自
分
史
）
を
記

録
す
る
」
と
提
唱
し
始
ま
っ
た
も
の
で
、
普
段
着
の

気
持
ち
で
身
近
な
出
来
事
や
人
生
体
験
な
ど
を
文
章

に
綴
り
文
集
を
発
行
。
旭
川
で
は
、
橋
本
義
夫
や
色

次
年
度
事
業
計
画
・
企
画
展
案

〔
旭
川
文
学
資
料
館
図
録

『
旭
川
ゆ
か
り
の
文
学
』
よ
り
〕

『旭川のふだんぎ』

創刊号。編集 柴田

貞夫・岡田勝美

昭和５５年９月１４日

発行『ふだんぎ』旭

川グループ
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旭
川
歌
人
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て

旭
川
歌
人
ク
ラ
ブ
会
長

桑

原

憂
太
郎

「
旭
川
歌
人
ク
ラ
ブ
」
は
、
旭
川
お
よ
び
旭
川
近
郊

の
短
歌
を
愛
好
す
る
人
た
ち
の
親
睦
や
交
流
を
目
的

と
し
て
、
活
動
を
し
て
い
る
団
体
で
あ
る
。

発
足
は
一
九
八
八
年
な
の
で
、
今
年
で
三
十
八
年

目
と
な
る
。
昭
和
・
平
成
・
令
和
と
、
そ
こ
そ
こ
長

く
活
動
を
し
て
い
る
団
体
と
い
え
る
。
か
つ
て
は
、

「
旭
川
文
学
資
料
友
の
会
」の
副
会
長
で
あ
っ
た
故
西

勝
洋
一
が
、
本
ク
ラ
ブ
の
会
長
を
つ
と
め
て
い
た
こ

と
も
あ
り
、「
友
の
会
」
さ
ん
と
の
お
付
き
合
い
は
長

く
、
今
で
も
、
何
か
と
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
。

短
歌
を
愛
好
す
る
人
た
ち
の
集
ま
り
で
あ
る
か

ら
、
活
動
と
い
え
ば
、
歌
会
だ
。
会
員
が
自
作
の
短

歌
を
持
ち
寄
っ
て
、
歌
会
を
す
る
。
こ
れ
が
年
に
一

回
。
十
月
に
「
全
旭
川
短
歌
大
会
」
と
称
し
て
行
わ

れ
て
い
る
。
優
秀
作
品
は
、
参
加
者
の
投
票
で
上
位

に
な
っ
た
数
作
品
が
選
ば
れ
て
、
作
品
の
作
者
は
表

彰
さ
れ
る
。
そ
こ
で
も
ら
え
る
賞
状
や
盾
は
な
か
な

か
立
派
な
も
の
で
、
選
ば
れ
た
こ
と
の
な
い
私
と
し

て
は
、
表
彰
さ
れ
る
会
員
が
と
て
も
う
ら
や
ま
し
い
。

そ
れ
は
と
も
か
く
、
本
ク
ラ
ブ
の
大
き
な
活
動
の

も
う
一
つ
は
、
研
修
会
。
こ
ち
ら
も
毎
年
一
回
、
旭

川
市
内
外
か
ら
講
師
を
招
い
て
講
演
会
や
、
会
員
相

互
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
い
っ
た
よ
う
な
も
の

を
企
画
し
て
、
会
員
の
研
鑽
に
寄
与
し
て
い
る
。

今
年
二
〇
二
六
年
の
研
修
会
は
、「
旭
川
の
俊
英

歌
人
に
よ
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
」
と
い
う

の
を
企
画
し
た
。

今
を
と
き
め
く
旭
川
の
三
人
の
歌
人
、
柳
澤
美
晴

さ
ん
、
塚
田
千
束
さ
ん
、
井
口
可
奈
さ
ん
に
登
壇
し

て
も
ら
い
、
現
代
の
短
歌
に
つ
い
て
、
縦
横
無
尽
に

語
っ
て
も
ら
お
う
と
い
う
企
画
で
あ
る
。
こ
の
三
名

は
、
そ
れ
ぞ
れ
全
国
的
な
短
歌
賞
を
受
賞
し
、
大
き

な
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
る
歌
人
だ
。
そ
ん
な
全
国

的
に
注
目
さ
れ
て
い
る
歌
人
が
、
こ
こ
旭
川
市
に
は

三
人
も
い
る
ん
で
す
よ
。
す
ご
い
で
し
ょ
う
。
そ
の

す
ご
い
三
人
に
短
歌
に
つ
い
て
討
論
し
て
も
ら
お
う

と
い
う
の
が
、
今
年
の
研
修
会
だ
。

こ
ち
ら
は
、
一
般
の
方
の
参
加
も
大
歓
迎
。
短
歌

を
よ
く
知
ら
な
い
と
い
う
人
に
も
、
絶
対
に
満
足
し

て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
企
画
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
気
軽
な
気
持
ち
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
こ
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
、「
旭
川

文
学
資
料
友
の
会
」
さ
ん
に
協
賛
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
の
で
、
そ
の
う
ち
詳
し
い
内
容
が
、
皆
さ
ん

の
目
に
触
れ
る
よ
う
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

と
り
あ
え
ず
、
日
に
ち
は
、
六
月
二
十
一
日（
日
）、

午
後
二
時
か
ら
。
場
所
は
、
と
き
わ
市
民
ホ
ー
ル
で

す
。
参
加
料
は
五
百
円
の
予
定
で
す
。

ど
う
ぞ
、
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。
そ
し
て
、
こ
れ
を
機
会
に
、
短
歌
に
親
し
ん

で
み
よ
う
か
な
あ
、
と
い
う
方
が
も
し
い
ら
っ
し
ゃ

い
ま
し
た
ら
、
本
ク
ラ
ブ
と
し
ま
し
て
は
、
そ
れ
は

そ
れ
は
望
外
の
幸
せ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

旭
川
歌
人
ク
ラ
ブ
よ
り

旭
川
歌
人
ク
ラ
ブ
会
長
の
桑
原
憂
太
郎
と

事
務
局
の
大
関
法
子
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資
料
館
だ
よ
り

受
贈
資
料
（
敬
称
略
）

（
二
〇
二
五
・
八
～
二
〇
二
六
・
一
）

・
岡
和
田

晃

P
erp
etu
a
l
P
ea
ce

P
o
em
s

『fro
m
H
iro
sh
im
a
,
N
a
g
a
sa
k
i,

a
n
d
O
k
in
a
w
a

』

・
池
田

忠
義

池
田
忠
義
『
北
国
の
片
隅
で
』

・
及
川

元
人

鉱
物
・
化
石
専
門
雑
誌
「
ミ
ネ
ラ
」

各
号
（
及
川
元
人
「
宮
沢
賢
治

「
旭
川
。」そ
の
足
跡
を
た
ど
っ
て
」

他
掲
載
）

・
田
中

綾

田
中
綾
『
書
棚
か
ら
歌
を

２
０

２
１
―

２
０
２
５
』

・
長
田

典
子

長
田
典
子
詩
集
『
錨
水
』

・
倉
地

智
哉

「
文
藝
空
間
」
十
八
号
、「
解
釈
」

二
〇
二
五
年
四
号
、「
西
日
本
国

語
国
文
学
」
十
二
号

・
加
門
サ
ダ
子

『
舷
燈
俳
句
会
合
同
句
集
』

・
森
内

伝

『
嵐
山
小
中
学
校

開
校
六
十
周

年
記
念
誌
』、
詩
誌
「
青
芽
」
一

七
八
～
二
〇
八
号

・
戸
島

雅
子

三
浦
綾
子
色
紙

二
点

・
岩
永
眞
佐
子

渡
辺
軍
寿
『
日
本
刀
』

・
丁

章

『
知
っ
て
る
つ
も
り
？

在
日
コ

リ
ア
ン
Ｑ
＆
Ａ
』

・
和
田

裕

文
芸
誌
「
視
線
」
創
刊
四
十
周
年

記
念
号

・
三
品

純
一

『
歌
碑
（
う
た
の
い
し
ぶ
み
）』

旭
川
五
行
歌
の
会
三
百
回
記
念

歌
集

※
前
号
で
、
倉
地
智
哉
様
の
お
名
前
が
間
違
っ
て
い

ま
し
た
。
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

（
誤
）
倉
地

智
也

（
正
）
倉
地

智
哉

友
の
会
人
事
動
向
（
敬
称
略
）

【
新
入
会
員
】

荒
木

晶
子

【
現
在
会
員
数
】（
一
月
末
現
在
）

一
七
〇
名
（
う
ち
法
人
七
件
）

陰

右

韻

宇

隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠

隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠

吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋

吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋
吋

編
集
後
記

寒
さ
厳
し
い
旭
川
の
二
月
で
す
が
、
一
日
ず

つ
日
の
長
さ
と
陽
の
暖
か
さ
が
感
じ
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
皆
さ
ま
お
過
ご
し
の

地
域
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

現
在
資
料
館
で
は
本
会
報
に
詳
し
く
お
知
ら

せ
の
通
り
、
友
の
会
二
十
五
周
年
記
念
企
画
展

の
Ⅲ
期
と
し
て
「
短
歌
・
俳
句
・
川
柳
・
五
行

歌
」
を
開
催
中
で
す
。
資
料
館
所
蔵
の
貴
重
資

料
の
展
示
と
共
に
ミ
ニ
企
画
展
と
し
て
所
蔵
の

著
名
な
画
家
の
色
紙
の
展
示
も
併
せ
て
二
月
二

十
八
日
ま
で
展
示
し
て
お
り
ま
す
。

ま
だ
ま
だ
寒
く
足
元
の
悪
い
中
で
は
あ
り
ま

す
が
是
非
お
越
し
く
だ
さ
い
。

な
お
新
年
度
も
充
実
し
た
内
容
の
展
示
を
企

画
中
で
す
の
で
今
年
も
旭
川
文
学
資
料
館
へ
の

ご
来
館
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（
ま
）

・
星

ま
ゆ
み

星
ま
ゆ
み
詩
集
『
雪
あ
か
り
』

・
十
河

宣
洋

『
源
流
・
イ
ナ
ズ
マ
合
同
句
集
』

・
佐
藤

蓉
子

葉
山
嘉
樹
『
葉
山
嘉
樹
日
記
』、

『
宮
沢
賢
治
農
民
芸
術
概
論
綱
要
』

（
花
巻
市
教
育
委
員
会
）
他
、
全
集

含
め
多
数

・
崎
本

昇
一

小
熊
つ
ね
子
書
簡
（
実
兄

崎
本

泰
輔
宛
て
）
四
通

・
岡
本

敦
子

（
江
口
建
二
氏
旧
蔵
資
料
）旭
川
中

央
小
記
念
誌
・
文
集
、
旭
川
西
高
・

北
高
・
商
業
高
校
、
旭
川
学
芸
大

学
文
芸
誌
他
多
数

・
旭
川
点
訳
朋
の
会『５０

年
の
あ
ゆ
み
「
点
」』

・
中
屋

利
夫

木
野
工
使
用
の
マ
フ
ラ
ー
（
ラ
ベ

ン
ダ
ー
色
）、『
荒
井
建
設
百
二
十

年
史
』

・
松
原

泰
子

桜
木
紫
乃
『
家
族
じ
ま
い
』、
三
島

有
紀
子
『
ぶ
ど
う
の
な
み
だ
』

・
森
下

辰
衛

三
浦
綾
子
読
書
会
紀
要
「
綾
果
」

三
号
他

・
渡
部

利
明

T
h
e-le-M

o
n
d
e

業
界
誌
「

」（
渡

部
利
明
編
）
五
十
六
号

・
堀
川

夢

堀
川
夢
編
『
北
海
道
Ｓ
Ｆ
ア
ン
ソ

ロ
ジ
ー：

無
数
の
足
跡
を
追
い
か

け
て
』

・
岡
村

幸
宣

岡
村
幸
宣
『《
原
爆
の
図
》
全
国
巡

回
―

占
領
下
、
１
０
０
万
人
が
観

た
！
』

そ
の
他
、
各
文
芸
誌
、
歌
誌
、
俳
誌
、
詩
誌
他
、

各
地
文
学
館
、
記
念
館
館
報
等
、
沢
山
の
御
寄
贈
を

賜
り
ま
し
た
。
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。


